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電源開発株式会社 
 

日本の地形に適した着床式洋上風車基礎「フレキシブル・トリパイル」を考案しました 

～免震効果を有する基礎構造に関する特許を取得～ 
 

 

電源開発株式会社（以下「Ｊパワー」、本社：東京都中央区、代表取締役社長 社長執行役員：菅野 

等）は、国立大学法人東京大学（総長：藤井 輝夫）と共同で、日本の地形に適した新たな着床式洋上

風車基礎「フレキシブル・トリパイル」を考案し、特許を取得しました。 

（特許第7465509号：「洋上風力発電設備の基礎構造」） 

 

大規模導入が進められている着床式洋上風車には、欧州で実績のあるモノパイル基礎が多く用いられ

ています。一方、日本海域で多く見られる地盤のように、比較的硬質な岩盤が浅く分布する場合には、

効率良く岩盤を削孔することが困難なことからモノパイル基礎が適用できず、従来技術を採用する必

要があり、そのため建設コストに課題がありました。 

 

本技術は、基礎の底版部に角鋼管や鋼板を用いて比較的変形しやすく柔らかい構造とすることで地盤

からの免震効果を得られるため、岩盤が浅く分布する地点における施工性が良く、なおかつ地震によ

る振動を低減するものです。また、従来技術に比べ、基礎に使用する部材を簡素化出来るため、建設

コストを低く抑えることが可能です。 

 
基礎構造の比較 

 

本技術を適用した基礎の概要、事業性及び本技術に関する取り組みの状況は以下の通りです。 

 

【本技術を適用した基礎構造の概要】 

3本の杭と鋼管主管の組杭構造について、杭と鋼管主管の接続には、考案した角鋼管と鋼板構造及び

ワイヤロープを用います。 

 

【本技術を適用した基礎の事業性】 

基礎中心の鋼管主管は風車タワーと接続する構造になっており、一体化した鋼管部が長いことで風

車全体がゆっくりと揺れるため（長周期化）、地震動の影響を受け風車タワーの揺れが増幅する現象

（共振）の発生を軽減することが出来ます。加えて、考案した免震効果により地震による振動を低減

できます。従い、当社の試算では従来技術に比べて基礎に使用する部材の簡素化が可能なことから、

大幅なコストダウンが見込まれます。さらに、本技術は今後の大型化した風車に対しても適用しやす

いと想定しています。 

 

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/gazette_work3/domestic/B/007465000/007465500/007465500/007465509/0CE13B17F706E81ED1C1014DA92C87127D4CC74CEFA6FFFD04361212EBCC1297/JPB%20007465509-000000.pdf


【本技術に関する取り組み】 

東京大学と共同研究を実施しています。その中で、解析により技術の有効性を確認する他、模型実

験においても従来型の基礎構造よりも地震による振動を低減できることを確認しています。 

 
フレキシブル・トリパイル 

 

Ｊパワーグループは、2021年2月にJ-POWER "BLUE MISSION 2050"で掲げたカーボンニュートラルの実

現に向け、洋上風力に関わる更なる技術開発が必要と考えています。今後も、実海域での「フレキシ

ブル・トリパイル」の実用化に向けて、鋭意研究を進めていきます。 

 

 

 

以 上 

 

 

 
 

 

 
 

https://www.jpower.co.jp/bluemission2050/index.html

